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日本人の２人に１人が“がん” にかかる
可能性があるとされており、

埼玉県でも56,000人を超える方が
“がん” を患っています。※1

また、埼玉県の死亡原因の第１位であり、
死亡数※2の約４人に１人、約21,000人が

“がん” で亡くなっています。※3
※１「埼玉県のがん　2020（令和６年７月　埼玉県保健医療部）」　埼玉県HPより（がんには上皮内がんを含む）
※２令和5年における年間死亡者数　※３「令和５年埼玉県の人口動態概況」　埼玉県HPより

2人に1人ががんになる時代です！2人に1人ががんになる時代です！
身近ながんのこと、一緒に考えてみませんか？

行田中部支店　
渉外担当　山下　幸恵
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この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

詳しい内容は、各支店窓口までお問い合わせください

がん共済が新しくなりました！

行田中央支店
渉外担当　山本　恵

最新のがん治療の費用にも対応！
①入院・手術・放射線治療に加え、抗がん剤治療・ホルモン剤治療等
のための通院・在宅医療も保障します。

②「月額保障」を基本として、入院日数にとらわれずに入院・治療等
を包括的に保障します。

③高額な先進医療などに対しても万全な保障提供を行うため、がん先
進医療共済金の通算支払限度額を2,000万円に引き上げました。

がんによる収入減少などにも対応！
がんと診断された際、次回以後の共済掛金の払込を免除する「がん診
断時共済掛金払込免除特則」を付加することで、がん罹患による収入
減少時なども安心して保障を継続いただけます。

保障の自在性向上！
「月額保障」をベースとし、「診断保障（一時金）」「先進医療保障」「がん
診断時共済掛金払込免除特則」が選択可能となり、加入状況に応じて
必要な保障を合理的に選択できる、柔軟性の高い仕組みとなりました。
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理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

７
月
７
日
に
本
店
で
開
催

４
月
28
日
の
議
案

①
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て

②
第
29
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

③
第
29
回
通
常
総
代
会
の
開
催
要

領
に
つ
い
て

④
議
決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

⑤
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
策
定
に

つ
い
て

⑥
令
和
７
年
度
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン

ダ
リ
ン
グ
等
対
応
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
設
定
に
つ
い
て

⑦
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

⑧
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

⑨
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
整
備
計
画

に
基
づ
く
工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

⑩
令
和
７
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約

書
に
つ
い
て

⑪
米
販
売
手
数
料
の
改
定
（
対
象

米
穀
の
追
加
）
に
つ
い
て

⑫
令
和
７
年
産
出
荷
契
約
米
に
係

る
Ｊ
Ａ
支
払
概
算
金
目
安
価
格

の
設
定
に
つ
い
て

⑬
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

７
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　

本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

ＪＡほくさいは
ノーネクタイを実施します！
ＪＡほくさいは省エネ対策により、令和
７年４月１日より、通年ノーネクタイで
執務・対応させていただきます。

ノーネクタイの共済課髙橋正史係長（左）
と北川辺支店田中裕太郎職員
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令和７年産　各施設の農産物検査員活動体制（米）
担当施設 検査員名 担当経済センター

行田カントリー
エレベーター

矢島　章吾
行田営農経済センター室田　明秀

高橋　　哲
川里ライス
センター 野口　智弘 川里営農経済センター

羽生ライス
センター

石井　裕之
羽生営農経済センター萩原　智史

向井　慶光

加須カントリー
エレベーター

南　　寿典 北川辺営農経済センター
加藤　善貴 加須営農経済センター
長島　　優 羽生営農経済センター

埼玉志多見
カントリー

エレベーター

野中　俊宏
加須営農経済センター

木元　　啓

騎西カントリー
エレベーター

古澤　忠弘
騎西営農経済センター柴嵜　秀光

小谷野　諭

大利根
ライスセンター

平岡　敬章
大利根営農経済センター瀧澤　　翔

須加　繁樹

令和７年産　ほくさい農協産地品種銘柄
必須銘柄 選択銘柄

水稲うるちもみ
及び玄米

コシヒカリ
キヌヒカリ

彩のかがやき
朝の光
日本晴

あきたこまち
ミルキークイーン

彩のみのり

彩のほほえみ
みつひかり

とねのめぐみ
彩のきずな
えみほころ

にじのきらめき
五百川

水稲もちもみ
及び玄米 峰の雪もち

醸造用玄米 さけ武蔵 五百万石
山田錦

普通小麦 農林61号
あやひかり

さとのそら
ハナマンテン

普通小粒大麦 すずかぜ
普通はだか麦 イチバンボシ
普通大豆及び

特定加工用大豆
エンレイ

タチナガハ
行田在来

里のほほえみ
※必須銘柄は、埼玉県内全ての登録検査機関で銘柄検査を
行うことができます。選択銘柄は、ほくさい農協が独自に
銘柄検査を行うことができるものです。

ＪＡほくさい資産管理相談員を
紹介いたします！

ＪＡ新マイカーローン
（シャックス保証）

　４月に本店で令和７年度資産管理相談員委
嘱式が開かれ大塚宏組合長から資産管理相談
員に委嘱状が手渡されました。
　ＪＡほくさいでは、組合員の皆さまの資産
や不動産に係る相談を各基幹支店で承ってお
ります。お気軽にお問合せください。

後列左から
騎西中央支店金子泰職員、羽生中央支店神津貴彦
代理、川里中央支店持木宏俊代理、大利根中央支
店若林弘幸係長、北川辺支店田中裕太郎職員
前列左から
資産管理課阿部大輔補佐、蓮見専務、大塚組合長
資産管理課小白美香係長

変動金利

最大
軽減金利

店頭標準金利から年▲2.800％

令和７年５月１日現在

軽減金利（保証料込）

2.755年 ％

変動金利（保証料込）

2.050年 ％

インターネット
仮審査申込
ご利用できます！

検索https://jahokusai.jp/

お申込日から
３ケ月以内に
実行する案件
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熱中症対策が義務化されました！
労働安全衛生規則の一部改正　　　施行日：令和７年６月１日

【改正の趣旨】
　熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、熱中症
のおそれがある作業者を早期に見つけ、その状態に応じ、
迅速かつ適切に対処することが可能となるよう、事業者に対
し、「早期発見のための体制整備」、「重篤化を防止するため
の措置の実施手順の作成」、「関係作業者への周知」を義務
付ける。
【改正の概要】
●以下１、２の事項を事業者に義務付けること
１ 熱中症を生ずるおそれのある作業（※）を行う際に、
①「熱中症の自覚症状がある作業者」
②「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」がその
旨を報告するための体制（連絡先や担当）を事業場ごと
にあらかじめ定め、関係作業者に対して周知すること

２ 熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
①作業場からの離脱　②身体の冷却
③必要に応じて医師の診察又は処置を受けさせること
④事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先及び
所在地等など熱中症の症状の悪化を防止するために必要
な措置に関する内容や実施手順を事業場ごとにあらかじ
め定め、関係作業者に対して周知すること
※�暑さ指数（WBGT）28以上又は気温31度以上の作業環境
で継続１時間以上または１日当たり４時間を超えて行わ
れることが見込まれるもの

夏休み親子料理
参加者募集！ 参加費無料

（伝承料理）

令和７年８月９日㊏　10：30～13：30（受付10：00）
市民プラザかぞ 4階調理実習室　加須市中央 2-4-17

ＪＡほくさい 営農支援課　担当：遠井
TEL：048-563-3000　FAX：048-561-4530
E-mail：hokusai015@st-ja.or.jp

申し込み・お問合せ先

開催日
場　所

【参加資格】　ＪＡほくさい管内（行田市、羽生市、加須市、鴻巣市の川里地区）の小学１年生～６年
生の児童と保護者 10 組（原則１組あたり子ども１名、保護者１名）

【内　　容】　いなり寿司・乳製品を使ったデザート作り
【申込方法】　郵便番号・住所・参加保護者の氏名（フリガナ）・性別・連絡先・参加児童の氏名（フリ

ガナ）・性別・年齢・学年を記入し、E-mail、ＦＡＸ、はがきのいずれかにて下記の申込
先にお申込みください。「夏休み親子料理教室参加申込み」と必ず明記してください。

【応募締切】　令和７年８月１日㊎
【そ の 他】　①エプロン、三角巾、ふきん２枚、手拭き用タオル、筆記用具をご持参ください。
　　　　　　②参加申し込みで取得した個人情報は、料理教室開催にかかる目的以外で使用しません。
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　４月15日に令和７年度ＴＡＣ進発式
を開催しました。
　担い手の経営、営農に寄り添う活動を
実践します！

　４月15日に令和7年度営農経済渉外進
発式を開催しました。
　組合員の皆さまへ出向き・要望を承り
ます！

　進発式で、営農・経済事業において、優秀な成績を収めたＴＡＣ、
営農経済渉外が、ＪＡ全農埼玉県本部より表彰されました。

　進発式で、営農・経済事業において優秀な成績を収め、他の模範
となる職員に対し、ＪＡほくさい独自の優績者を表彰しました。

令和７年度　ＴＡＣ・営農経済渉外を紹介します！

私たちがＴＡＣです！

令和6年度全農優績者表彰

令和6年度ＪＡほくさい優績者表彰

──── スローガン ────

とことん会って
コミュニケーション！

──── スローガン ────

農家の庭先が、
ＪＡの窓口です！

賞状を手にする営経渉外
前列左から騎西営経センター
小谷野諭職員、加須営経セン
ター内田賢一係長、羽生営経
センター佐藤武彦職員、後列
左から行田営農経済センター
室田明秀職員、川里営経セン
ター須山駿職員、北川辺営経
センター川島崇係長

賞状を手にする営経渉外
左から羽生営経センター加瀬田典
孝職員、行田営経センター高橋哲
職員、羽生営経センター萩原智史
係長、加須営経センター加藤善貴
職員

賞状を手にするＴＡＣ
騎西営経センター 山﨑翔太職員

賞状を手にするＴＡＣ
川里営経センター
清田翼職員

私たちが営農経済渉外です！
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早
期
栽
培
の
水
稲
（
４
月
中
旬

～
５
月
上
旬
頃
植
え
）
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
水
管
理
・
穂
肥
等
を

し
っ
か
り
行
い
、
暑
さ
に
負
け
な

い
米
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
水
管
理

⑴
中
干
し

　

田
植
え
後
中
干
し
ま
で
は
、
浅

水
で
水
温
を
上
げ
、
分
げ
つ
を
促

進
し
ま
す
。
早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

場
合
、
田
植
え
後
40
日
頃
、
１
株

あ
た
り
の
茎
数
が
25
本
確
保
で
き

た
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
に
入
る
前

に
、
早
め
に
中
干
し
を
実
施
し
ま

す
。
中
干
し
の
効
果
と
し
て
、
窒

素
吸
収
を
抑
制
し
て
無
効
分
げ
つ

を
抑
え
る
こ
と
、
土
壌
に
酸
素
を

供
給
し
て
根
の
活
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
、
土
を
硬
く
す
る
こ
と
で
、

穂
肥
施
用
や
収
穫
な
ど
の
作
業
性

を
高
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

中
干
し
の
程
度
は
、
田
面
に
小
ひ

び
が
入
り
、
軽
く
足
跡
が
つ
く
程

度
を
目
安
と
し
ま
す
。
出
穂
期
の

１
か
月
前
ま
で
に
は
終
了
し
ま
し

ょ
う
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

中
干
し
実
施
後
は
、
湛
水
と
断

水
を
３
～
４
日
で
切
り
替
え
る

「
間
断
か
ん
水
」
を
行
い
、
根
の

活
力
を
維
持
し
ま
す
。
出
穂
期
は

水
稲
が
受
粉
の
た
め
に
最
も
水
を

必
要
と
す
る
時
期
で
す
。
出
穂
前

７
日
～
出
穂
後
７
日
ま
で
は
、
深

水
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
出
穂

後
７
～
10
日
か
ら
は
再
び
間
断
か

ん
水
を
行
い
、
完
全
落
水
す
る
場

合
は
出
穂
後
30
日
以
降
に
し
ま
す
。

早
期
に
落
水
を
行
う
と
、
登
熟
不

良
に
よ
る
胴
割
れ
や
食
味
の
低
下

を
招
く
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

二
　
穂
肥
の
判
断
（
表
１
）

　

穂
肥
の
施
肥
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
等
か
ら
判
断
し
ま
す
。

　

穂
肥
は
葉
色
板
の
色
と
葉
色
を

比
べ
て
、
葉
色
が
４
以
下
の
薄
い

色
に
な
っ
て
か
ら
施
用
し
、
４
以

上
で
葉
色
が
濃
い
場
合
は
時
期
を

遅
ら
せ
、
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　

高
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

出
穂
期
10
日
前
に
再
度
、
葉
色
診

断
を
行
い
ま
す
。
葉
色
が
４
以
下

の
場
合
は
、
穂
肥
を
施
用
す
る
こ

と
で
、
高
温
障
害
に
よ
る
収
量
や

水
稲
早
期
栽
培
の
今
後
の
管
理

品
質
の
低
下
の
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
用
い
た
場
合

で
も
、
高
温
が
続
く
と
、
想
定
よ

り
早
く
肥
料
分
が
溶
出
し
、
不
足

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
穂
期

10
日
前
に
葉
色
診
断
を
行
い
、
葉

色
４
以
下
の
場
合
に
は
穂
肥
を
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

三
　
幼
穂
長
の
計
測
方
法（
図
１
）

①
平
均
的
な
株
で
一
番
草
丈
の
大

き
い
茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割
る
か
、

手
で
む
き
ま
す
。

③
幼
穂
の
長
さ
を
測
り
ま
す
。

※
１
ほ
場
で
複
数
本
計
測
し
ま
す
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
注
意
を
！

　

昨
年
、
ほ
く
さ
い
管
内
で
は
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
著
し
い
減
収

や
品
質
低
下
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
発
生
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
本
田
２
回
防
除
を
基
本
と
し

ま
し
ょ
う
。

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
７
月
頃
か
ら

水
田
に
飛
来
し
て
き
ま
す
。
６
月

下
旬
以
降
、
暑
い
日
が
続
い
た
場

合
は
、
早
朝
に
稲
を
よ
く
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

①
１
回
目
防
除
（
出
穂
期
～
穂
ぞ

ろ
い
期
）

　

不
稔
被
害
の
防
止
・
低
減
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
粒
剤
で
は
処

理
を
数
日
早
め
ま
し
ょ
う
。

②
２
回
目
防
除
（
穂
ぞ
ろ
い
期
の

８
～
14
日
後
）

　

斑
点
米
の
防
止
・
低
減
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。
粒
剤
で
は
処
理

を
数
日
早
め
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
長
期
間
に
わ

た
り
穂
を
加
害
す
る
た
め
、
残
効

性
の
長
い
薬
剤
を
選
択
し
ま
し
ょ

う
。（
表
２
参
照
）

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図1 幼穂の模式図
（カッターの切断面）

表1　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
（出穂前日数） 幼穂長 葉色の目安

（単葉）
穂肥施用量
（Ｎ成分）

コシヒカリ ４月から５月
上旬植えまで

18日 8～15㎜ 4 1㎏/10a

18日 8～15㎜ 3.5 2㎏/10a

彩のきずな ５月植え 25～23日 1～1.5㎜ 4 3㎏/10a
※高温により葉色が極端に低下した場合２回目の追肥を施す

幼穂長

表２　カメムシ類に登録のある薬剤の例
薬剤名 IRAC

コード 残効性 使用時期 倍率・使用量 本剤の
使用回数

エクシードフロアブル 4C ○ 収穫７日前まで 2000倍 ３回以内
キラップフロアブル

2B ○ 収穫14日前まで
1000～2000倍

２回以内
キラップ粒剤 3㎏/10a
スタークル豆つぶ

4A ○ 収穫７日前まで
250g/10a

３回以内
スタークル粒剤 3㎏/10a
○令和７年４月23日現在の登録内容で作成しています。
○農薬使用の際は、ラベル表示を必ず確認しましょう。
○農薬の飛散防止に努め、使用記録簿を必ずつけましょう。
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市北川辺地区のブランド・トマト「木甘坊（きかんぼう）」が出荷最盛期を
迎え、北川辺とまと研究会の会員は収穫に追われています。京浜市場に出荷する他、
ＪＡほくさい各農産物直売所でも販売しています。６月下旬まで約1,500トンを出
荷する予定です。
　同会会員の奥貫佳孝さんは5月1日に、45㌃のハウスで両親とパート従業員４人
でトマトの収穫作業に汗を流していました。本年は、病害虫も少なく上々の出来。
Ａ品が多く、出荷量も安定しています。
　奥貫さんは「シーズン終盤までハウスの管理を徹底し、良品質のトマトを出荷し
たい」と汗を拭いました。

　ＪＡほくさい北川辺農産物直売部会は５月10日、11日の２日間、
北川辺農産物直売所でトマトフェアを開きました。
　多くの方に北川辺のトマトを味わってもらいリピートに繋げること
が狙いです。
　両日、「木甘坊」トマトを通常より３割安く販売し、初日には同部
会員がトマト入りの味噌汁200杯を、来店者に無料配布しました。
　同会の松橋正会長は「この時期のトマトはみずみずしくて旨い。Ｊ
Ａと協力して北川辺産の農産物をＰＲしていきたい」と意気込みを語
りました。

　４月24日ＪＡ本店で、㈱ほくさいグリーンアグリが第4回株主総会を
開きました。
　総会には、株主のＪＡ大塚宏組合長をはじめ、同社の蓮見浩明社長ほ
か６名が出席しました。
　総会は、第１号議案第３期事業報告及び決算報告、第２号議案第４期
事業計画について協議し、承認されました。
　蓮見社長は、「経営基盤を強固にするため、米麦以外にも高収益作物
を栽培していく」と意気込みを語りました。

　鴻巣市の秋山芳雄さんは、川里地区の５人と協力して、約
13㌶の水田にレンゲソウやヘアリーベッチを育て緑肥にす
る減化学肥料に取り組んでいます。
　４月24日に、フレールモアで、満開を迎えたレンゲソウ
とヘアリーベッチを刈り取り、ロータリーですき込みました。
緑肥を水田にすき込むことで、化学肥料代替効果、土壌改善
効果、アレロパシーによる抑草効果が期待できます。田植え
は６月上旬から行います。
　ほ場でとれた埼玉県推奨米の「彩のきずな」は同市小学校
の給食で令和６年11月から令和７年３月まで提供されまし
た。
　秋山さんは「次代を担う子ども達や家族に体にいい美味しい米を食べさせたくて減化学肥料に取り組んだ。農家の横
のつながりを大切に緑肥の輪を地域に広げたい」と力を込めます。

北川辺トマト「木甘坊」最盛期

トマトフェア開催

ほくさいグリーンアグリが株主総会

緑肥で減化学肥料

トマトを収穫する奥貫さん

来店者にトマト入り味噌汁を手渡す
松橋会長と部会の皆さん

挨拶する蓮見社長㊧と大塚組合長

左から　三ッ木佑介さん、永澤幸一さん、細井悟さん、
吉田一雄さん、秋山芳雄さん、三ッ木宏之さん
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市騎西園芸組合で、ハウスナスの出荷が本格化しています。
　同組合員９人が約1.1㌶でハウスナスを栽培。最盛期は５月上旬から６月下旬で
今シーズンの目標は約100トン。主に県内市場に出荷します。
　４月16日に、同組合の福田則雄組合長は、加須市騎西地区の約11㌃のハウスで
ナスの収穫に汗を流していました。
　１月に若苗を定植し、２月下旬から出荷を始めました。
　この日は５㌔を20㌜出荷。最盛期には１日50㌜を出荷する日もあります。
　栽培品種は「ＰＣ鶴丸」。ホルモン剤や蜂による受粉の必要がない単為結果性で、
安定した収穫量が見込めます。
　福田組合長は「今年は２月下旬から３月中旬まで気温が低かった影響で成りが遅
く収量も少なかった」と話し「これからが本番。栽培管理を徹底し最盛期を迎えたい」と力を込めました。

　ＪＡは４月26日に管内農産物のＰＲのため、羽生市のイオンモール羽生ｎｏＮＩＷ
Ａで開かれたファーマーズマーケットに出店しました。
　ＪＡ職員３名が参加し、北川辺地区のブランドトマト「木甘坊」３㌜（４㌔／１㌜）、
ミニトマト20パック（200㌘／１パック）、加須市園芸組合のキュウリ10㌜（５㌔／
１㌜）を販売しました。　
　客数を限定して行ったキュウリの詰め放題には、買い物客が笑顔で群がっていました。
　家族連れの買い物客は「カラフルなミニトマトの色に惹かれて、つい立寄った。ＪＡ
の新鮮な野菜がお得に買えたので良かった」と話していました。

　ＪＡは４月10日、ＪＡ本店でＪＡ女性部との
意見交換会を開き、常勤役員と女性部役員10人
が参加しました。
　ＪＡの大塚宏組合長は「家の光の記事活用や他
支部と合同で活動するなど部員同士のふれあいの
輪を広げてほしい」と呼びかけました。
　女性部の長谷川タマ子部長は「昨年度新しく川
里地区と大利根地区に支部が立ち上がった。皆さ
ん、素直な思いを発言し有意義な会にしましょう」
と挨拶しました。
　「支部活動のマンネリ化を打破」や「女性部員
を増員する方法」などを意見交換。令和7年２月
に大利根支部を設立した大谷佐智子部長が「どの
ように活動したらよいか」と悩みを話すと、他支
部の部長が自らの支部の活動を話し「活動を楽し
むことだ」とアドバイスしました。

　加須市騎西地区で４月16日から２日間、無人ヘリによるビール大麦（ニュ
ーサチホゴールデン）の麦類赤かび病防除作業を行いました。
　ＪＡほくさいが窓口となり、作業を委託。騎西地区のビール麦生産者18人
のほ場約56.7㌶を防除しました。　　　
　薬剤の「ミラビスフロアブル」を16倍に希釈して散布。
　生産者の内藤好信さんは、「防除作業は適期に行うことで最大限の効果を発
揮する。防除作業が委託でき非常に助かる」と話していました。

ハウスナス収穫最盛期

イオンで農産物ＰＲ

ＪＡと女性部の意見交換会

ビール大麦を赤かび病防除

ナスを収穫する福田さん

キュウリの詰め放題を楽しむ買い物客

無人ヘリでビール大麦の赤かび病防除
をするオペレーター

後列左から　大澤常務、蓮見専務、長谷川佳子部長（行田）
　　　　　　儘田光子部長（加須）、藤井正子部長（騎西）
　　　　　　桑原輝美部長（川里）、大谷佐智子部長（大利根）
前列左から　長谷川タマ子部長（羽生）、大塚組合長
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　農事組合法人羽生市野菜組合で、半促成キュウリと無加温キュウリの出荷が最盛期を
迎えました。
　同組合では羽生市のキュウリ選果所で共選、共販を行っており、両作柄を15人が約
187㌃で栽培、１日平均500㌜（１㌜／５㌔）を出荷します。
　半促成キュウリは２月上旬から、無加温キュウリは３月中旬から出荷が始まり、シー
ズン終盤の６月末までに約７万㌜を京浜市場に出荷する予定です。
　同選果場では５月１日、30人のパート従業員が選果・箱詰めなどの作業に汗を流し
ていました。
　今年は、病害虫も少なく順調に生育が進み上々の出来。
　山岸浩組合長は「地の利を活かし新鮮で美味しい羽生産のキュウリを市場に出荷でき
ている。今後は、若手の育成にも力を入れたい」と意気込みを語りました。

　㈱あらい農産は４月16日に、行田市の同社作業場で、全農さいたまの新入職員３人
の農業研修を受け入れました。
　農業作業の経験から現場を知り、ＪＡ・組合員への理解を深めることが目的です。
　当日は同社の新井健一会長が、朝９時から「彩のきずな」の播種作業を指導しました。
　播種機のレーンに空の苗箱を置くと、自動で敷泥、かん水、種籾、かけ泥の順に流れ、
播種が完了します。３人は播種された苗箱を運び10段に積んだ約1,300枚の苗箱をビ
ニールで包み保温した。
　新井会長は「皆さん一生懸命だった。農作業の体験から食の大切さを学んでもらいた
い。職場での活躍を期待しています」とエールを送りました。

キュウリ出荷最盛期

新入職員が農業を学ぶ

キュウリを手にする山岸組合長

組合長の研修を受ける新入職員

苗箱を積む新入職員

　北埼玉スマート農業研究会と埼玉県加須農林振興センターは４月25日
に、加須市北川辺地区の大谷寿男さんのほ場で、無人自動運転田植え機に
よる水稲可変施肥田植えの実演会を開きました。
　同研究会会員やＪＡ職員、県、加須市など約20人が参加しました。
　栽培管理支援システム「ザルビオフィールドマネージャー」の衛星デー
タを営農・サービス支援システム「ＫＳＡＳ」に取り込み作成した可変施
肥マップを通信ユニットで無人自動運転田植え機と連携させ、田植えと同
時に可変施肥しました。
　地力にバラつきのあるほ場が「見える化」でき、均等になるよう施肥が
可能で、経費削減や農作業の省力化につながります。
　40㌃の２ケ所で、コシヒカリの田植えと同時に可変施肥で元肥料を変えて生育や収量の差を検証します。
　大谷さんは「昨年、ＫＳＡＳを基にドローンで可変追肥したコシヒカリの施肥量に注目した。収量があがったため、
今回行うことにした」と話しました。

　ＪＡは５月２日に、ＪＡ本店で大塚宏組合長が講師となり、新入職員
８人に研修を行いました。
　第28回総代会資料をもとに、正・准組合員の違い、ＪＡ機構図の解
説などわかりやすく説明しました。
　大塚組合長は「ＪＡの役割は多岐にわたる。組合員の営農を支え、資
産を預かる事もある。組合員の信用を得るためにも必要な知識は日々勉
強して習得してください」とＪＡ職員としての心構えを伝えました。
　参加した羽生営農経済センター岡呼人職員は「組合員の信用を得るた
め、認証試験に挑戦しスキルアップしたい」と意気込みを語りました。

スマート農業技術で省力化

組合長が新入職員研修

ロボット田植え機で可変施肥する大谷さん㊨
とセンター職員
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か
な　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

代
掻
き
の
五
尺
に
足
ら
ぬ
男
か
な　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

蜘
蛛
の
囲
の
蜘
蛛
ご
と
揺
れ
て
夕
の
風　
　
　

〃　
　

須
加　

信
子

水
音
に
急
か
さ
れ
始
む
田
植
え
か
な　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

芹
茹
で
て
今
日
の
晩
酌
始
め
け
り　
　
　
　
　

〃　
　

野
中　

栄
子

想
い
出
を
さ
が
す
小
径
よ
花
の
香
よ　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

卓
上
の
朝
刊
め
く
る
若
葉
風　
　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

※
８
月
号
へ
の
投
句
は
、
６
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

遊
ぶ
子
の
公
園
丸
ご
と
使
う
春　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

（
評
）冬
場
は
閑
散
と
し
て
い
た
公
園
も
、
春
暖
と
共
に
花
が
咲
き
、
囀
り 

も
盛
ん
に
な
り
、
子
ど
も
達
が
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
丸
ご
と
使
い
果
た
し
た
公
園
も
夜
に
は
叉
も
と
へ
戻
る
。

そ
ん
な
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
ゆ
く
。

おおとね 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は大利根地区です。

　今年の２月20日に、ＪＡほくさい女性部大利
根支部が設立総会を開催しました。初代部長は大
谷佐智子さんです。これにより、ＪＡほくさいの
７基幹支店すべてに女性部が誕生しました。部員
は21人。
　４月18日には、ホウ酸団子作りを行いました。
夏を前に活発になる害虫を駆除することと、女性
部員で集まり親睦を深めることが目的です。
　みな手際よく、約１時間で１人当たり40個の
ホウ酸団子を作り終えました。
　また、４月23日には第２回の総会を開催しま
した。昨年度の決算報告と今年度の予算案や活動
計画などが議案にあがり、すべて承認されました。
　大谷部長は「次はヘチマを育て、ヘチマコロン
を作る予定だ。川里支部とのコラボで川里の花を
使ったフラワーアレンジメントも計画中。部員と
楽しみながら活動したい」と話しています。

ＪＡ女性部大利根支部役員
部　長：大谷佐智子さん
副部長：伍井真知子さん
監　事：田代　浪子さん
監　事：山口　清江さん
会　計：中島　一枝さん

◀ホウ酸団子を作る大谷
部長㊧と部員の皆さん

▲朝ドラ「おむすび」をオマージュしてギャルピースする
　大谷部長（前列左から２人目）と部員の皆さん

部員募集中！一緒に活動しませんか？
問い合わせ先：大利根営農経済センター
電話：0480-53-9230　担当：瀧澤

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

ＪＡほくさい
女性部大利根支部
が誕生しました！

�



父
は
20
年
前
に
権
利
金
も
な

く
、
甲
と
土
地
の
賃
貸
借
契
約

を
結
び
ま
し
た
。
甲
は
さ
っ
そ

く
借
入
に
よ
っ
て
居
宅
を
新
築

し
ま
し
た
。
先
ご
ろ
甲
は
借
地

上
に
居
宅
を
遺
し
て
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
甲
は
事
業
の
都
合
で

地
代
を
滞
納
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
甲
は
人
柄
が
よ
く
地

主
に
な
っ
た
私
は
甲
の
仕
事
を

何
か
と
支
え
て
き
ま
し
た
。
甲

の
相
続
人
（
兄
一
人
）
は
、
本

来
な
ら
借
地
上
の
建
物
を
取
り

壊
し
て
更
地
で
返
還
す
る
か
、

相
続
し
て
使
用
収
益
す
べ
き
と

こ
ろ
、
相
続
を
放
棄
し
た
の
で

す
。
甲
の
葬
儀
と
49
日
忌
の
法

要
は
私
が
執
り
行
い
ま
し
た
。

引
き
取
り
手
の
な
い
建
物
は
地

主
の
も
の
か
、
取
り
壊
し
て
更

地
に
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
か

相
続
人
が
い
な
い
借
地
人
の
相
続
と
税
金

借
地
人
の
建
物
が
国
の
も
の
に

　

甲
の
父
母
は
い
な
い
の
で
、
甲
の

死
亡
に
よ
る
法
定
相
続
人
は
兄
に
な

り
ま
す
。
甲
の
死
亡
に
よ
っ
て
一
旦

は
兄
が
建
物
と
と
も
に
土
地
の
賃
貸

借
契
約
を
承
継
し
ま
す
が
、
兄
は
甲

の
相
続
開
始
を
知
っ
た
と
き
か
ら
三

か
月
以
内
に
相
続
を
放
棄
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
兄
が
相
続
を
放
棄
す

る
と
相
続
人
が
い
な
い
の
で
、
甲
の

遺
産
は
相
続
財
産
法
人
と
し
て
国
の

も
の
に
す
る
手
続
き
に
入
り
ま
す
。

地
主
な
ど
利
害
関
係
者
の
申
立
に
よ

り
裁
判
所
が
選
ん
だ
財
産
管
理
人
が

こ
れ
を
管
理
し
ま
す
か
ら
、
地
主
と

い
え
ど
も
甲
の
所
有
で
あ
っ
た
建
物

は
勝
手
に
処
分
で
き
な
い
の
で
す
。

国
は
建
物
を
換
金
す
る
こ
と
も

　

裁
判
所
は
、
甲
の
相
続
人
が
他
に

い
な
い
か
、
甲
の
債
権
者
や
債
務
者
、

特
別
縁
故
者
が
い
な
い
か
を
捜
す
た

め
の
公
告
を
し
ま
す
。
誰
も
申
出
が

無
け
れ
ば
相
続
財
産
法
人
に
な
っ
た

建
物
や
預
貯
金
は
国
庫
に
入
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
は
建
物

を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

建
物
の
売
却
手
続
き
を
始
め
ま
す
。

甲
の
借
入
金
は
保
険
金
と
相
殺
さ
れ

ま
し
た
。
借
地
権
の
付
い
た
建
物
で

す
が
売
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

地
主
の
立
場
や
縁
故
関
係
を
考
慮
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
１
年
余
に
わ

た
る
公
告
手
続
き
を
経
て
、
預
貯
金

と
建
物
は
残
余
財
産
か
ら
地
主
に
分

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

財
産
分
与
に
相
続
税
が

　

現
金
と
建
物
を
合
わ
せ
て
地
主
が

手
に
し
た
遺
産
は
合
計
４
千
万
円
で

す
。
地
主
は
相
続
税
の
課
税
財
産
と

し
て
裁
判
所
の
通
知
を
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら
10
ケ
月
以
内
に
、
相
続
税

の
申
告
書
を
相
続
人
の
住
所
地
を
管

轄
す
る
税
務
署
長
へ
提
出
し
て
納
税

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
続
税
額
の
計
算

　

特
別
縁
故
者
が
相
続
財
産
法
人
か

ら
財
産
の
分
与
を
受
け
た
場
合
は
、

甲
の
相
続
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
相
続
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
相
続
税
を
計
算
す
る

場
合
の
基
礎
控
除
額
は
、
兄
が
相
続

を
放
棄
し
て
も
相
続
の
放
棄
が
な

か
っ
た
も
の
と
し
た
比
例
控
除
６
百

万
円
と
定
額
控
除
３
千
万
円
を
合
わ

せ
た
３
千
６
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
基
に
し
て
計
算
し
た
相
続
税

の
総
額
は
40
万
に
な
り
ま
す
。
特
別

縁
故
者
は
親
子
で
は
な
い
の
で
相
続

税
の
２
割
加
算
が
つ
き
ま
す
の
で
48

万
円
が
納
付
税
額
に
な
り
ま
す
。
遺

贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
建
物
の
登
録
免
許
税
は

２
％
（
相
続
の
場
合
は
０
・
４
％
）

と
不
動
産
取
得
税
が
３
％
か
か
り
ま

す
。

地
主
が
建
物
を
譲
渡
し
た
場
合

　

地
主
が
分
与
を
受
け
た
建
物
を
土

地
と
と
も
に
他
の
人
に
譲
渡
し
た
場

合
は
、
譲
渡
所
得
に
対
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
。
建
物
は
甲
が
取
得

し
た
時
の
取
得
価
額
を
も
と
に
計
算

し
た
未
償
却
残
高
（
生
活
用
の
建
物

で
す
か
ら
法
定
耐
用
年
数
の
１
・
５

倍
の
耐
用
年
数
で
計
算
し
た
減
価
の

額
を
控
除
し
た
金
額
）
で
取
得
し
た

も
の
と
し
、
土
地
は
父
の
取
得
価
額

と
取
得
時
期
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
長
期
譲
渡
所
得

と
し
て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。
こ
の

譲
渡
が
分
与
を
受
け
た
日
か
ら
３
年

10
カ
月
以
内
に
し
た
も
の
で
あ
る
場

合
は
、
す
で
に
納
付
し
た
相
続
税
額

の
う
ち
建
物
に
対
応
す
る
金
額
を
譲

渡
し
た
建
物
の
取
得
費
に
加
算
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
主
が
建
物
を
賃
貸
し
た
場
合

　

地
主
が
分
与
を
受
け
た
建
物
を
土

地
と
と
も
に
賃
貸
し
た
場
合
は
不
動

産
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
不
動
産
所
得
を
計
算
す
る

う
え
で
こ
の
建
物
を
取
得
す
る
た
め

の
登
録
費
用
と
不
動
産
取
得
税
、
甲

が
取
得
し
た
時
の
取
得
価
額
を
も
と

に
計
算
し
た
未
償
却
残
高
に
対
す
る

減
価
償
却
費
を
必
要
経
費
に
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
素
朴
な
疑
問
を
抱
き
な
が
ら

も
、
特
別
縁
故
者
と
し
て
財
産

分
与
を
請
求
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
裁
判
所
か
ら
２
千
万
円
の

金
銭
と
借
地
上
の
建
物
（
固
定

資
産
税
評
価
額
２
千
万
円
）
を

地
主
に
分
与
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
特
別
縁
故
者
と

し
て
分
与
を
受
け
た
場
合
に
、

ど
ん
な
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す

か
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
６
～
７
月
は
し
と
し
と
と
降
る
日

が
多
い

❷
あ
の
部
長
は
―
―
掌
握
術
に
優
れ

て
い
る

❸
化
学
式
で
はH

+

やO
H

-

な
ど
と
表

し
ま
す

❹
「
桃
太
郎
」
で
お
じ
い
さ
ん
が
刈

り
に
い
っ
た
も
の

❺
旧
暦
６
月
の
異
称

❽
赤
、
青
、
黄
、
鮮
や
か
な
―
―
の

花
々
が
咲
い
て
い
る

❿
渋
谷
駅
前
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と

し
て
有
名
な
忠
犬
―
―
像

⓫
長
女
か
ら
見
た
次
女
や
三
女

⓭
父
の
日
に
―
―
を
こ
め
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
送
っ
た

⓯
生
の
魚
貝
な
ど
を
薄
く
切
っ
た
料
理

⓱
木
の
根
と
枝
の
あ
い
だ

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
７
年
６
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
５
月
号
の
答
〉
シ
バ
ザ
ク
ラ

⓳
オ
ニ
、
テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
の
種
類
が

あ
る
花

タ
テ
の
カ
ギ

❶
漢
字
で
は
紫
陽
花
と
書
く
花

❹
肌
に
で
き
な
い
よ
う
に
日
焼
け
止

め
を
塗
り
ま
し
た

❻
剣
道
の
試
合
の
と
き
頭
に
つ
け
ま
す

❼
植
物
を
分
厚
い
本
に
は
さ
ん
で
作

る
こ
と
も

❾
１
年
を
基
準
と
し
た
と
き
の
３
カ
月

⓫
in
と
表
記
す
る
長
さ
の
単
位

⓬
神
棚
に
供
え
る
植
物

⓮
サ
イ
ン
、
―
―
、
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

⓰
海
の
宝
石
と
も
呼
ば
れ
る
生
き
物

⓲
―
―
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

⓴
６
月
10
日
は
―
―
の
記
念
日
で
す

㉑
じ
ょ
う
ろ
や
ホ
ー
ス
で
お
こ
な
い

ま
す

　
６
月
に
入
り
、
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
と
い
え
ば
雨
が
多
い
、
蒸
し
暑
い
、
洗
濯
物
が
乾
か
な
い
等
過
ご

し
に
く
い
季
節
で
す
が
、
少
し
で
も
気
分
を
あ
げ
る
よ
う
ヘ
チ
マ
の
種
を

播
き
ま
し
た
。
日
々
の
成
長
を
見
な
が
ら
一
緒
に
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
は
梅
雨
対
策
何
か
し
て
い
ま
す
か
？

　
�

Ｓ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
荒
井　
王
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
相
原　
信
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
鈴
木　
昭
一
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
松
村　
玲
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
鈴
木　
章
裕
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
大
嶋　
敏
夫
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
湯
峯　
典
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
江
川　
静
枝
さ
ま
（
北
川
辺
）

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

羽生
市役所
羽生
市役所

羽生市東 7丁目 15番地 3　TEL.048-563-3000羽生市東 7丁目 15番地 3　TEL.048-563-3000

羽生
警察署
羽生
警察署

文文

県道羽生・栗橋線県道羽生・栗橋線
羽生インター入口羽生インター入口

羽生警察署入口
交差点

羽生警察署入口
交差点

羽生
IC
羽生
IC

東
北
自
動
車
道

JA
ほくさい

JA
ほくさい

8484

会場のご案内

Ｐ

農業機械
展示会

ほくさい農協 本店特設会場ほくさい農協 本店特設会場

全農埼玉県本部取扱いメーカー各社全農埼玉県本部取扱いメーカー各社

●農機具各種展示 ●生産資材の展示
●肥料農薬相談コーナー

日時日時
会場会場

協賛メーカー協賛メーカー

展示内容展示内容

ご来場者
全員に

粗品進呈
ご来場者
全員に

粗品進呈

7/26 土7/26 土 午前 9 時
▶午後 3 時
午前 9 時
▶午後 3 時


